
37　 　広報ながい　2024．10

第10回  地域おこし協力隊です！

重田 英貴さん

▲山形鉄道カルチャーフェス

長井市・置賜地方の発展と、山形鉄道バージョ

ンアップを目指し考え取り組む。

▲「やまがた景観賞」プレゼンテー
ションのテレビ放映時の様子

　　「山形鉄道を活用した新しいまちづ

　くり」に取り組んでいます。

　　昨年は100年後まで走り続けるため

　のアクションプラン「山形鉄道FUTURE100」を策定し、「山

形鉄道カルチャーフェス」を開催しました。フェスでは沿

線高校生や山形大学及び東北大学学生による山形鉄道の

分析、阪急電鉄のリアルマーケティングを紹介するなど、

探求する機会をつくりました。

　　同フェスは今年も10月19日（土）市役所にて開催します。

　テーマは「鉄道を走らせる価値／意味って何だろう」と「女

　性が働きやすい環境が、企業をつくり、まちをつくる」です。

　参加者が自由に参加・発言できる形式で実施しますので、

家族連れ、老若男女問わずお気軽にご参加ください。

　
長
井
市
で
は
、
世
界
の
人
た
ち
と
仕
事
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
と
英
語
力
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
市
内
全
小
中
学
校
に
１
人
ず
つ
外
国

語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
配
置
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
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現
在
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Ｌ
Ｔ
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、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
含
め
た
９
人
体
制
で
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
９
人
中
６
人
が
入
れ

替
わ
り
新
た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

は
小
中
学
校
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
就
学

前
の
こ
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
海
外
と
の
交
流
は
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
き
、
海
外
旅
行
に
行
く
こ
と
や
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
で
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
方
が

長
井
市
に
来
る
こ
と
も
増
え
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
海
外
の
方
々
と

仲
良
く
で
き
る
よ
う
、
日
常
会
話
が
で
き
る

程
度
の
英
語
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
市
で
は
、
国
際
交
流
員
が
英
会
話
カ

フ
ェ
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
も
簡
単
な
英

会
話
が
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
９
月
は
敬
老
会
が
行
わ
れ
た
地
区
が
あ
り
、

「
世
界
の
人
と
つ
な
が
る
英
語
力
を
」

ゆ
る
や
か
コ
ラ
ム

Mayor's column

私
も
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
対

象
と
な
る
76
歳
以
上
の
方
は
市
内
に
約

５
２
１
０
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
長
井
市

は
今
年
70
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
日
の
長

井
市
が
あ
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
た
め

に
尽
力
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。
改
め
て
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
助
言

を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
健
や
か
な
毎
日
を

過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
10
月
は
、
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事

業
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
す
。
に
ぎ
わ
い
イ
ベ

ン
ト
「
長
井
ミ
ン
ナ
ガ
フ
ェ
ス
」
や
長
井
マ
ラ

ソ
ン
、
記
念
式
典
な
ど
へ
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

内
谷
市
長
の

▲ゲームなどで英語を楽しく学ぶ授業

▲新たに着任したALTの皆さんと

　この夏、当会地域づくりアドバイザーの青木教授の紹介で、

東北公益文科大学の「SDGs 探求プログラム」の学生や、デ

ジタル田園都市構想「長井への新しい人の流れを作る」ため、

長井市の補助金を活用し、バンタンデザイン研究所名古屋校

の学生を受け入れました。

　動画を作ったり、新たなスタイルで長井刺し子や長井紬を

考えたり、空き家調査や収穫体験や民泊体験…多様な切り口

から長井を視察・研究したうえで素材を活かした企画や事業

提案を行います。これから学びを深め、どんな実を結ぶのか、

続報をご期待ください！

【問い合わせ】（一社）長井市コミュニティ協議会事務局本部

☎（88）7671　E-mail : honbu@nagai-community.com

vol.31

▲長井をテーマに学びを
　深めます

▲服飾デザインを手掛ける学生
　がナガイソーイングを視察

学生と一緒にかんがえる未来学生と一緒にかんがえる未来

長井にいろんな人が来ています。長井にいろんな人が来ています。


